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2 学科、人間生活学部 4 学科ならびに短期大学部
2 専攻の 2 年次に在籍する873名を対象に学生生
活調査を実施し、主観的健康状態や生活習慣に関
する実態把握を行った。さらに2012年 9 月、人間














































































4 日未満 12　（1.6） 9　（1.1）
n.s.
4 日 96（12.3） 78　（9.7）
5 日 602（77.3） 604（75.1）
6 日以上 62　（8.0） 109（13.6）
値は人数（年度内％）を示し、各質問に無回答の者は該当項目から除外した。

























時間を訊ねた結果、 4 時間未満が4.5％、 4 時間
以上 6 時間未満が58.8％、 6 時間以上 8 時間未満





















6 時間未満 283　（59.6） 210　（69.5）
0.006
6 時間以上 192　（40.4） 92　（30.5）
値は人数（（群間％））あるいは（群内％）を示し、各質問に無回答の者は該当項目から除外した。
欠食傾向者は、朝食を摂ったり摂らなかったりする者と摂らない者を合計した。
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